
金武小学校 学校便り 

【くじけず最後までやりぬく(金武魂) 進取の気象と不撓不屈】 
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取
令和 3 年 12 月 14 日 

金武小 第 15 号 

校長 安慶田正人 

 

八
月
二
十
三
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
二
学
期
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
に
よ
る
臨
時
休
業
や
分
散
登
校
の
対
応
で
、
不
安
を
抱
え

な
が
ら
の
学
校
生
活
で
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
、
先
生
方
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
授
業
や
日
々
の
活
動
、
学
校

行
事
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
な
ど
を
通
し
て
一
歩
一
歩
、

確
実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
日
々
の
学
校
生
活
の
中
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
学
期
で
あ
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
よ
り
も
、「
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
子

ど
も
た
ち
が
達
成
感
や
満
足
感
を
味
わ
い
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
も
必
要
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
へ
の
理
解
と
協
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

十
一
月
十
九
日(

金)

、
五
年
生
は

名
護
青
少
年
の
家
で
自
然
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。「
登
山
」「
学

年
レ
ク
」
を
行
い
、
自
然
と
ふ
れ

合
っ
た
り
、
学
級
・ 

学
年
の
和
を
広
げ
た 

り
す
る
よ
い
機
会
と 

な
り
ま
し
た
。 

十
二
月
一
日(

水)

、
四
年
生
は
、

子
ど
も
園
と
の
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く

り
を
一
緒
に
な
っ
て
行
い
、
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
、 

子
ど
も
園
の
後
輩
へ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し 

た
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
取
組

(

毎
朝
検
温
・
マ
ス

ク
着
用
・
手
洗
い

消
毒
等)

を
継
続
し

て
徹
底
お
願
い
し

ま
す
。
学
校
家
庭

連
携
強
化
！

 

十
二
月
九
日(

木)

十
日(

金)

の
両
日
、
六
年
生

は
平
和
学
習
・
社
会
体
験
学
習
を
ね
ら
い
と

し
て
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
仲
間
と
の

絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
二
日
間
の
学
び
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

十
二
月
一
日(

水)
、
五
・
六
年
生
は
、

講
師
に
座
喜
味
綾
乃
氏(
誕
生
学
協

会
助
産
師)

を
迎
え
て
、
心
と
身
体

の
知
識(

二
次
性
徴
・
命
の
誕
生
過

程)

に
つ
い
て
学 

ぶ
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。 


